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志、未来へ。
長岡
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編集・発行/長岡市議会

市
議
会
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　全国市議会議長会及び北信越
市議会議長会から、永年にわた
り市政発展に尽くした功績が認
められ、３人の議員が表彰され
ました。

議員表彰
（ 在 職 20 年 ）

笠井則雄 議員 酒井正春 議員高野正義 議員

可決した意見書
新たな過疎対策法の制定に関する意見書（要旨）

　過疎対策は、昭和45年に過疎地域対策緊急措置法が制定されて以来、４次にわたる特別
措置法の制定により、総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整
備や産業の振興など、一定の成果を上げてきたところです。
　国会及び政府におかれては、過疎地域の重要性を再認識し、次の事項を実現されるよう、
強く要望します。
１�　令和２年度末で失効する過疎地域自立促進特別措置法のこれまでの成果と課題を十分
に検証し、改善すべき点を明らかにした上で、抜本的な対策を盛り込んだ新たな法律を
制定すること。
２�　新たな法律における過疎地域の指定に当たっては、現行の過疎指定地域を引き続き指
定するとともに、人口や財政力のみではなく、多面的な観点から指定を行うこと。

（送付先）�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣、
国土交通大臣
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６月定例会で
審議しました

　

６
月
定
例
会
は
６
月
18
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で

の
15
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年

度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
市
長

提
出
議
案
等
23
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
の

会
派
別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
を
可
決

■
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
事
業
モ
デ
ル
事
業
費　

�　
　
　
　

５
０
０
万
円

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費　
　
　
　
　

�　

４
、
３
８
６
万
円

■
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
事
業
費�　

２
、
７
４
２
万
円

■
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金　

�

３
１
５
万
円

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　

�　
　
　
　

４
、
２
５
１
万
９
千
円

■
公
園
整
備
事
業
費（
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
運
動
公
園
）�

２
、
２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

５
月
21
日
に
行
わ
れ
た
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に
丸
山
広
司
議
員
が
、

副
議
長
に
中
村
耕
一
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
と
副
議
長
よ
り
皆
様
に
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
長
岡
市
議
会
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
丸
山
広
司
で
す
。
大
変
光
栄
で
あ

る
と
同
時
に
、
新
し
い
元
号
で
ス
タ
ー
ト
す
る
議
会
と
い
う
こ
と
で
粛
然
た
る
思
い
で
す
。

　

長
岡
市
議
会
は
、
平
成
最
後
と
な
っ
た
31
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。
本
条
例
は
、
議
員
と
し
て
の
責
任
と
決
意
に
よ
り
議
会
を
運
営
し
、
議
事
機
関

と
し
て
の
役
割
を
充
分
果
た
す
こ
と
を
条
文
化
し
た
議
会
の
最
高
規
範
で
す
。
今
後
も
本
質
を

見
極
め
た
議
論
を
す
る
こ
と
で
、
一
層
の
議
会
活
性
化
と
多
様
な
市
民
の
意
見
や
市
の
実
態
把

握
に
努
め
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
公
正
で
透
明
性
の

あ
る
議
会
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

長
岡
市
は
、
３
度
の
合
併
で
11
の
市
町
村
が
ひ
と
つ
に
な
り
広
大
な
市
域
を
有
す
る
市
と
な

り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
生
活
・
福
祉
の
向
上
の
た
め
議
論
を
尽
く
し
、

様
々
な
政
策
立
案
や
提
言
を
通
じ
て
、
市
民
と
協
働
で
明
日
の
長
岡
の
発
展
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

　

こ
の
た
び
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
長
岡
市
議
会
の
副
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
中
村
耕
一

で
す
。

　

長
岡
市
で
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
続
く
こ
と
に
加
え
、
地
方
交
付
税
の
減
少
、
税

収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な
ど
、
先
行
き
は
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
、
新
た

な
体
制
で
迎
え
る
市
議
会
が
担
う
役
割
に
、
責
務
の
大
き
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
長
岡
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
乗
り

越
え
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
行
政
、
議
会
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
心

を
ひ
と
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
か
い
て
進
ん
で
い
く
市
民
協

働
の
姿
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
長
岡
市
は「
米
百
俵
の
ま
ち
」で
す
。
様
々
な
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
の

令
和
と
い
う
時
代
に
、
今
こ
そ
米
百
俵
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
将
来
の
希
望
溢
れ
る
長
岡
市
の

建
設
の
た
め
、
議
会
と
市
民
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
市
民
の
願
い
を
代
弁
す
る
、
身
近
で

活
力
あ
る
議
会
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
丸
山
広
司
議
長
の
も
と
、
円
滑
で
活
発
な
議
会
と
な
る
よ
う
力
を

尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

Q 「意見書」とは？
A �市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、市の力では解
決できないことがあります。このようなときには、関係機関に「意見書」を
提出して、積極的な解決を求めます。

提案理由の説明を行う磯田市長
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ホームページで議会情報を発信中！
　本会議や常任委員会の
生中継・録画中継は、市
ホームページでご覧いた
だけます。

検索長岡市議会
　議会の日程や議案の概要、会
議録なども載っていますので、
ぜひアクセスしてください。

※１　SPC：�「Special�Purpose�Company（特別目的会社）」の略称。

大
手
通
地
区
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
大
手
通
坂
之
上
町
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
に
お
い
て
設
立
さ
れ

る
Ｓ※

１

Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
、
市
は
補
助
金
の

交
付
と
保
留
床
の
取
得
に
加
え
、
Ｓ
Ｐ

Ｃ
に
も
出
資
す
る
と
な
る
と
、
３
重
の

補
助
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
る
が
、

本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
再
開
発
事
業
に
お
け
る
収
益
性

の
あ
る
駐
車
場
等
に
つ
い
て
は
、

市
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
、
か
つ
民
間

の
資
金
を
使
っ
て
整
備
で
き
る
手
法
と

し
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
活
用
が
最
適
と
考
え

て
お
り
、
駐
車
場
等
の
整
備
は
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
が
、
取
得
と
管
理
運
営
は
Ｓ
Ｐ

Ｃ
が
行
う
予
定
で
あ
る
。
市
は
駐
車
場

等
の
整
備
に
対
す
る
補
助
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ

に
対
す
る
出
資
を
行
っ
て
い
く
が
、
補

助
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
床
を
取
得
す

る
た
め
に
行
う
わ
け
で
は
な
い
。
出
資

に
つ
い
て
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
へ
の
信
用
補
完

的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
運
用
開
始

後
、
市
は
出
資
額
に
対
す
る
配
当
を
受

け
取
る
こ
と
と
な
る
。

問
　
再
開
発
事
業
終
了
後
の
既
存
施

設
を
含
め
た
大
手
通
周
辺
の
市
有

施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
、
現
在

の
互
尊
文
庫
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
現
在
建
物
の
構
造
や
設
備
な
ど

の
詳
細
設
計
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
管
理
費
に
つ
い
て
は
精
査
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
再
開
発
事
業
に
よ
り

機
能
の
継
承
や
統
廃
合
が
想
定
さ
れ
る

施
設
に
係
る
人
件
費
や
維
持
管
理
費
の

総
額
を
目
標
と
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率

的
な
管
理
・
運
営
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
の

圧
縮
に
努
め
て
い
く
。

　

互
尊
文
庫
に
つ
い
て
は
老
朽
化
等
の

現
状
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
市
民
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
再
開
発
事
業
完
了
ま

で
は
庁
舎
と
し
て
利
用
し
、
今
後
、
ま

ち
な
か
公
共
施
設
の
再
配
置
に
合
わ
せ
、

廃
止
も
含
め
て
必
要
性
を
検
討
す
る
。

柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て

問
　
柏
崎
刈
羽
原
発
の
安
全
性
を
め

ぐ
る
県
の
３
つ
の
検
証
を
取
り
ま

と
め
る
総
括
委
員
会
は
、
令
和
３
年
10

月
ま
で
に
検
証
結
果
を
県
に
報
告
す
る

と
し
て
い
る
。
本
市
も
そ
れ
ま
で
に
、

住
民
投
票
な
ど
原
発
の
再
稼
働
に
対
す

る
市
民
の
意
思
を
確
認
す
る
方
法
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
再
稼
働
に
つ
い
て
市
が
適
切
に

判
断
、
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市

民
の
声
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
と
と
も

に
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
議
会
の
意
思
も
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
国

や
県
が
厳
格
に
審
査
、
検
証
を
行
い
、

結
果
が
出
た
場
合
は
住
民
や
自
治
体
に

丁
寧
に
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

問
　
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

小
・
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
、
今
夏
ま
で
の
進
捗
状

況
と
完
成
予
定
を
伺
う
。

答　
現
状
の
見
通
し
で
は
、
７
月
末

ま
で
に
市
内
小
・
中
学
校
全
て
の

普
通
教
室
998
教
室
中
838
教
室
で
設
置
完

了
と
な
る
予
定
で
あ
り
、
設
置
率
で
は

84
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
工
事
の
完
了
予
定
は
、

現
在
校
舎
の
大
規
模
改
造
工
事
を
実
施

し
て
い
る
中
学
校
１
校
と
小
学
校
２
校

を
除
く
と
、
中
学
校
は
７
月
末
、
小
学

校
は
９
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

大
規
模
改
造
工
事
の
３
校
に
つ
い
て

も
、
既
存
工
事
と
併
せ
て
エ
ア
コ
ン
設

置
を
行
っ
て
お
り
、
設
置
が
完
了
し
た

教
室
は
７
月
頃
か
ら
使
用
が
可
能
と
な

る
ほ
か
、
仮
設
等
で
建
て
た
教
室
に
も

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在

使
用
が
可
能
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

関　充夫 議員
（４期・長岡令和クラブ）

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問
　
市
役
所
へ
の
書
類
の
提
出
や
各

種
手
続
き
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
よ
う
見
直
し
を

行
い
、
現
状
の
添
付
書
類
や
記
入
事
項

の
必
要
性
に
つ
い
て
も
再
確
認
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
は
、
市
民
に

身
近
な
住
民
異
動
等
の
窓
口
業
務

を
総
合
窓
口
に
集
約
し
、
現
在
市
の
970

種
類
の
手
続
き
の
う
ち
約
６
割
に
当
た

る
567
種
類
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
転
入
、
転
出
、
出
生
等
７
つ
の
手

続
き
に
つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。
総
合
窓
口
の
取
扱

業
務
は
毎
年
全
庁
の
手
続
き
を
調
査
し

た
上
で
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
手
続
き
で
求
め
る
添
付
書
類

や
記
入
事
項
に
つ
い
て
も
随
時
見
直
し

を
図
り
、
市
民
の
負
担
軽
減
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
　
利
便
性
向
上
の
た
め
、
電
子
申

請
が
可
能
な
手
続
き
を
拡
大
す
べ

き
と
考
え
る
が
、本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
現
在
、
本
市
で
行
っ
て
い
る
電

子
申
請
は
、
住
民
票
や
所
得
証
明

等
11
証
明
の
申
請
、
粗
大
ご
み
の
申
し

込
み
や
水
道
の
使
用
開
始
・
停
止
等
６

つ
の
届
け
出
、
胃
が
ん
検
診
等
５
つ
の

検
診
の
予
約
な
ど
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
連
し
て
国
が
提
供
し

て
い
る
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
、
児
童

手
当
等
に
関
連
す
る
12
の
手
続
き
な
ど

が
あ
る
。
電
子
申
請
の
中
で
は
、
粗
大

ご
み
の
申
し
込
み
や
図
書
館
の
貸
し
出

し
予
約
、
公
共
施
設
の
利
用
予
約
な
ど

が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
電
子
申
請
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま

る
と
考
え
て
お
り
、
業
務
の
実
態
や
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、
電
子
申

請
等
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
が

簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
市
職
員
が
過
去
の
被
災
経
験
か

ら
習
得
し
た
災
害
対
応
の
ス
キ
ル

や
心
構
え
は
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　
本
市
で
は
、
過
去
の
被
災
経
験

に
よ
る
教
訓
を
生
か
し
、
平
成
18

年
度
に
長
岡
市
防
災
体
制
強
化
の
指
針

を
ま
と
め
、
地
域
防
災
計
画
の
大
幅
な

修
正
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
災
害
時
の

職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
毎
年
見
直
す

と
と
も
に
、
本
部
事
務
局
員
や
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
る
職
員
を
対

象
と
し
た
業
務
説
明
会
や
職
員
研
修
、

訓
練
な
ど
を
通
じ
て
災
害
対
応
業
務
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
被
災
経
験
で
培
っ
た

ス
キ
ル
や
心
構
え
を
次
の
世
代
の
職
員

に
引
き
継
ぎ
、
迅
速
か
つ
的
確
に
災
害

対
応
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
整

備
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

再
度
災
害
防
止
の
た
め
の
施
策
の

執
行
状
況
に
つ
い
て

問
　
中
之
島
地
域
の
信
条
地
区
に
お

い
て
、
国
が
管
理
す
る
信
濃
川
下

流
右
岸
堤
防
に
未
整
備
の
区
間
が
放
置

さ
れ
て
い
る
。
再
度
の
災
害
防
止
の
た

め
に
も
速
や
か
な
整
備
が
望
ま
れ
る

が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
堤
防
整
備
を
所
管
す
る
国
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
下
流
側

の
河
道
掘
削
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今

後
は
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
に
よ
り
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
間

で
行
う
河
道
掘
削
工
事
と
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
、
当
該
地
区
の
堤
防
未
整
備

区
間
の
築
堤
工
事
の
進
捗
を
図
る
予
定

と
の
こ
と
で
、
事
業
推
進
に
向
け
て
確

実
に
動
い
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
と
再
度
災
害
防
止
の
た
め
、
引

き
続
き
国
に
対
し
て
早
期
築
堤
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。

市
の
原
子
力
安
全
対
策
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
自
然
災
害
と
原
子
力
災
害
の
同

時
発
生
に
備
え
た
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
大
規
模
地
震
や
津
波
、
水
害
、

豪
雪
な
ど
と
原
子
力
災
害
が
同
時

に
発
生
す
る
複
合
災
害
は
、
国
・
県
・

市
町
村
な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
県
か
ら

は
、
平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
広
域
避

難
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
も
国
や
市
町

村
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
実
効
性
を
高

め
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
本
市

と
し
て
も
、
地
域
固
有
の
気
象
条
件
や

地
震
等
の
災
害
下
で
の
対
応
を
訓
練
な

ど
を
通
じ
て
検
証
し
、
必
要
な
改
善
を

講
じ
る
よ
う
引
き
続
き
国
や
県
に
求
め

て
い
く
。

高
齢
者
の

運
転
免
許
証
返
納
に
つ
い
て

問
　
高
齢
運
転
者
に
向
け
て
の
交
通

安
全
の
取
り
組
み
と
運
転
免
許
証

返
納
後
の
交
通
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
本
市
で
は
年
４
回
の
交
通
安
全

運
動
の
ほ
か
、
警
察
や
各
地
区
の

交
通
安
全
協
会
等
と
協
力
し
な
が
ら
、

交
通
安
全
教
室
な
ど
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
交
通
事
故
の
数
は
10
年

前
の
３
割
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。

　

免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方
に
は

公
共
交
通
機
関
の
利
用
券
を
交
付
し
て

い
る
が
、
返
納
後
も
安
心
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く

地
域
交
通
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
福
祉
な

ど
が
連
携
し
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
で
は
、

路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
対
す
る
補
助
、
集
落
共
助
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
相
乗
り
活
動
等
に
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係
機
関

や
地
域
住
民
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
生
活
交
通
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

笠井　則雄 議員
（６期・共産党市議団）

荒木　法子 議員
（２期・市民クラブ）

松井　一男 議員
（５期・市民クラブ）

五十嵐　良一 議員
（２期・民成クラブ）

11人が一般質問
主な質問と答弁の要旨を掲載します
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家
族
農
業
の
10
年
と

日
本
農
業
の
再
生
に
つ
い
て

問
　
棚
田
の
荒
廃
を
防
ぎ
保
全
す
る

た
め
に
は
、
国
が
棚
田
地
域
振
興

法
を
重
く
受
け
止
め
、
実
効
性
あ
る
方

針
や
施
策
を
定
め
て
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺

う
。答　

棚
田
は
伝
統
や
文
化
、
美
し
い

景
観
や
国
土
保
全
と
い
っ
た
多
面

的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
農
業
生
産
活

動
を
主
体
と
し
な
が
ら
地
域
住
民
ら
の

共
同
作
業
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
棚
田
を
維
持
す
る
た
め
に

は
地
形
的
条
件
不
利
地
も
あ
り
、
多
大

な
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
や
、
担
い
手

不
足
か
ら
耕
作
放
棄
地
に
な
り
や
す
い

現
実
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
か
ら
、
今
後
示
さ
れ

る
国
の
具
体
的
な
施
策
の
内
容
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
の
振
興

に
関
す
る
制
度
拡
充
に
つ
い
て
、
機
会

を
捉
え
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

栃
尾
地
域
の
路
線
バ
ス
一
部
廃
止

に
伴
う
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
に
つ
い
て

問
　
運
行
に
当
た
っ
て
は
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
が
基
本
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
栃
尾
地
域

の
中
心
部
ま
で
運
行
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
合

い
の
公
共
交
通
と
し
て
幅
広
く
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
定

時
刻
に
定
路
線
を
運
行
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
時
間
の
予
測
が
で
き
る

停
留
所
で
の
乗
降
が
基
本
と
考
え
て
い

る
。
停
留
所
は
こ
れ
ま
で
の
路
線
バ
ス

の
バ
ス
停
を
基
本
と
す
る
が
、
利
便
性

の
向
上
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
新
設

も
検
討
し
て
い
く
。

　

運
行
す
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
路
線

バ
ス
と
の
競
合
を
避
け
な
が
ら
、
田
代
、

新
山
、
軽
井
沢
方
面
か
ら
栃
尾
地
域
の

中
心
部
ま
で
を
結
ぶ
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育

に
つ
い
て

問
　
15
年
目
を
迎
え
る
本
事
業
は
本

市
自
慢
の
施
策
で
あ
り
、
継
続
し

て
深
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

取
り
組
み
の
方
向
性
を
伺
う
。

答　
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育

は
、
こ
れ
ま
で
時
代
の
変
化
や
学

校
現
場
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
、
毎
年

事
業
の
工
夫
や
改
善
を
図
っ
て
お
り
、

現
在
は
71
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
次
の
100
年
に
向
け

た
長
岡
の
人
材
育
成
を
担
う
「
新
し
い

米
百
俵
」
と
し
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
よ
り
一
層

個
性
や
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
今
後
も
本
事

業
が
急
激
に
変
化
す
る
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
教
育
施
策
と
な
る
よ
う
、
学
校
の

み
な
ら
ず
、
オ
ー
ル
長
岡
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

長
岡
市
放
課
後
子
ど
も

総
合
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

問
　
国
が
策
定
し
た
「
新
・
放
課
後

子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
一
体
的
に
小
学
校
内
で
実
施
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
本
市
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
本
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
学
校
と
連
携
し

な
が
ら
、
全
国
的
に
も
い
ち
早
く
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
学
校
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
と
い

う
長
岡
方
式
は
、
国
が
掲
げ
る
学
校
一

体
型
と
は
別
の
利
点
や
効
果
が
あ
り
、

直
ち
に
現
状
を
変
え
る
考
え
は
な
い
。

　

一
方
で
、
国
の
プ
ラ
ン
は
、
余
裕
教

室
の
有
効
活
用
や
児
童
の
下
校
時
の
安

全
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
理
解
で
き

る
。
今
後
の
新
た
な
事
業
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
実
情
や
余
裕
教
室
の

活
用
実
態
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
の強

化
に
つ
い
て

問
　
ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化
・
高
齢

化
へ
の
対
策
強
化
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
相
談
先
を
明
確
に
し
、
早
期

に
適
切
な
支
援
に
結
び
付
け
る
た
め
、

専
門
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
本
市
で
は
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
の

福
祉
相
談
窓
口
や
支
所
の
福
祉
窓

口
、
健
康
課
や
地
域
拠
点
に
あ
る
こ
こ

ろ
の
相
談
窓
口
な
ど
で
様
々
な
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
、
関
係
機
関
の
連
携
、

協
力
の
も
と
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
要
因
や
解
決
手
段
は

一
つ
で
は
な
く
、
様
々
な
要
因
が
重

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
市
の
各
種
相
談

機
関
は
、
心
の
問
題
に
強
い
機
関
や
、

福
祉
・
医
療
・
健
康
の
ト
ー
タ
ル
に
対

応
で
き
る
機
関
、
就
労
支
援
に
強
い
機

関
な
ど
、
各
種
支
援
窓
口
が
そ
ろ
っ
て

お
り
、
関
連
機
関
で
ど
の
よ
う
に
情
報

を
共
有
し
、
つ
な
い
で
い
く
か
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
窓
口
を

一
本
化
し
て
ト
ー
タ
ル
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
当
事
者
や
家
族
の
社
会
的
孤
立

を
防
ぐ
た
め
、
市
民
に
ひ
き
こ
も

り
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
広
め
、

相
談
体
制
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
本
市
と
し
て
も
、
市
民
の
誤
解

や
偏
見
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、
県

や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
講
演
会

や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
正
し
い
理
解

の
促
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
も
、
ア

オ
ー
レ
長
岡
の
福
祉
相
談
窓
口
や
各
地

域
の
様
々
な
機
関
で
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
関
係
機
関
に
つ

な
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
十
分
に
浸

透
す
る
よ
う
周
知
を
図
り
、
本
人
や
家

族
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

官
製
談
合
問
題
に
つ
い
て

問
　
本
件
に
係
る
裁
判
に
お
い
て
、

複
数
の
業
者
が
最
低
制
限
価
格
で

応
札
し
、
く
じ
引
き
で
落
札
業
者
が
決

ま
る
事
態
が
頻
発
し
た
た
め
予
定
価
格

の
積
算
方
法
を
変
更
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
情
報
漏
え
い
が
繰
り
返
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
く
じ
引

き
対
策
と
し
て
積
算
方
法
を
変
更
し
た

背
景
に
は
、
県
議
会
議
員
の
要
請
が
あ

り
、
断
れ
ば
長
岡
市
政
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を

持
っ
た
と
の
証
言
も
あ
る
が
、
積
算
方

法
の
変
更
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
変
更
を
決
め
た
理
由
は
、
平
成

23
年
度
頃
、
入
札
額
が
同
額
の
く

じ
引
き
案
件
が
多
く
発
生
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
く
じ
引
き
の
増
加
は
受
注

の
公
平
を
損
ね
、
入
札
に
お
け
る
競
争

性
の
低
下
、
外
れ
た
事
業
者
の
応
札
意

欲
や
積
算
意
欲
の
低
下
を
招
く
懸
念
が

あ
っ
た
た
め
、
検
討
の
結
果
、
く
じ
引

き
対
策
と
し
て
積
算
方
法
を
変
更
し
た

も
の
で
あ
る
。

問
　
事
件
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
深

く
反
省
し
、
改
革
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、実
態
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。

市
独
自
の
調
査
に
は
限
界
が
あ
る
も
の

の
、
数
十
件
に
及
ぶ
情
報
漏
え
い
は
詳

細
が
不
明
な
部
分
も
あ
り
、
市
と
し
て

も
で
き
る
限
り
徹
底
的
に
真
相
を
解
明

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。答　

本
市
と
し
て
は
、
事
件
の
捜
査

に
全
面
的
に
協
力
し
、
そ
の
上
で

裁
判
に
お
い
て
背
景
や
要
因
な
ど
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

捜
査
権
を
持
た
な
い
市
が
独
自
に
調
査

を
し
て
も
、
裁
判
で
示
さ
れ
た
以
上
の

実
態
解
明
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、

市
と
し
て
こ
れ
以
上
の
調
査
を
行
う
考

え
は
な
い
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
不
正
行
為
が
二

度
と
起
き
な
い
よ
う
、
第
三
者
委
員
会

の
提
言
に
基
づ
い
て
再
発
防
止
策
を
徹

底
し
、
信
頼
回
復
に
全
力
で
努
め
て
い

く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

長
岡
市
の
農
業
に
つ
い
て

問
　
農
地
中
間
管
理
事
業
の
成
果
と

今
後
の
課
題
を
伺
う
。

答　
成
果
と
し
て
は
、
本
市
の
平
成

30
年
度
の
集
積
率
は
64
・
５
％
と

な
り
、
国
の
56
・
２
％
、
県
の
62
・

８
％
を
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
機
械
設
備
や
労
働

力
の
確
保
の
面
か
ら
担
い
手
農
家
へ
の

集
積
・
集
約
に
限
界
が
見
ら
れ
始
め
た

こ
と
が
あ
る
。
今
後
、
後
継
者
が
い
な

い
こ
と
に
よ
る
出
し
手
農
家
の
増
加
等

も
予
想
さ
れ
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を

図
る
上
で
は
集
落
や
地
域
内
で
の
話
し

合
い
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
、
農
業
委

員
会
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
、
集
積
・

集
約
に
関
す
る
集
落
や
地
域
の
話
し
合

い
の
場
を
作
り
、
そ
の
中
で
集
落
や
地

域
の
将
来
に
向
け
た
設
計
図
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
、
計
画
的
な
担
い
手
へ
の

集
積
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
安
定
し
た
農
業
経
営
が
行
え
る

よ
う
、
稲
作
と
園
芸
の
複
合
経
営

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
農
業
の
経
営
体
質
強
化
の
た

め
、
複
合
経
営
の
重
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
本
市
に
お
い
て
も

複
合
経
営
に
取
り
組
む
先
駆
的
な
農
家

も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
も
集
荷
施
設
や
販
売
体

制
等
を
整
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
稲
作

農
家
が
園
芸
の
複
合
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
。
園

芸
生
産
の
定
着
に
は
出
口
戦
略
や
販
売

戦
略
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
具
体

的
な
販
売
戦
略
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
園
芸
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な

ど
先
端
的
な
技
術
の
活
用
も
十
分
に
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
岡
版
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
も
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

市
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問
　
行
財
政
改
革
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
財
政
基
盤
の
安
定
を
優
先
す
べ

き
で
あ
り
、
大
型
建
設
事
業
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
行
財
政
改
革
の
中
で
改

め
て
財
政
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
今
回
の
行
財
政
改
革
で
は
、
聖

域
を
設
け
る
こ
と
な
く
あ
ら
ゆ
る

分
野
を
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
検

討
の
柱
と
し
て
は
、
行
政
運
営
の
効
率

化
、
施
設
管
理
の
最
適
化
、
財
務
体
質

の
強
化
の
３
点
に
加
え
、
新
し
い
米
百

俵
と
し
て
の
戦
略
的
な
未
来
へ
の
投
資

や
市
民
生
活
に
身
近
な
建
設
事
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
そ

の
中
で
、
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
大
型

建
設
事
業
の
進
捗
状
況
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
財
政
面
は
も
と
よ
り
建
設
後
の
管

理
運
営
の
在
り
方
や
費
用
対
効
果
を
高

め
る
方
策
な
ど
、
幅
広
い
視
点
で
検
証

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

長
岡
の
教
育
に
つ
い
て

問
　
教
育
長
の
教
育
に
か
け
る
思
い

と
教
育
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち

が
将
来
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め

に
必
要
な
力
を
育
む
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
良
い
教
育
の
た
め
に
は
良
い
教

師
が
必
要
で
あ
り
、
子
ど
も
の
心
に
火

を
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、
熱

い
情
熱
と
信
念
、
愛
情
を
持
っ
た
教
師

を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
方
針
に
つ
い
て
も
「
子
ど
も
た

ち
の
心
に
火
を
付
け
る
教
育
」
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
心
に
火

を
と
も
し
た
中
で
基
礎
的
、
基
本
的
な

知
識
等
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
す
教
育
を
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、

社
会
教
育
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
オ
ー

ル
長
岡
で
進
め
て
い
き
た
い
。

諸橋　虎雄 議員
（５期・共産党市議団）

大竹　雅春 議員
（２期・市民クラブ）

池田　明弘 議員
（２期・長岡市公明党）

関　貴志 議員
（６期・無所属）

山田　省吾 議員
（４期・長岡令和クラブ）

加藤　一康 議員
（７期・民成クラブ）
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特別委員会の新しい委員を選任しました
　６月定例会において特別委員会を設置し、
委員の選任を行いました。

◎委員長 　○副委員長

克雪・危機管理・防災対策特別委員会
（定数８人　現員８人）

克雪・危機管理及び防災対策に関する調査

◎関　　正史　　○杵渕　俊久　　　多田　光輝
　深見　太朗　　　五十嵐良一　　　諸橋　虎雄
　丸山　勝総　　　関　　貴志

大河津分水・長岡東西道路整備推進特別委員会
（定数９人　現員９人）

大河津分水及び長岡東西道路の整備推進に関する調査

◎五井　文雄　　○小坂井和夫　　　豊田　　朗
　山田　省吾　　　藤井　達徳　　　古川原直人
　松井　一男　　　水科　三郎　　　笠井　則雄

まちづくり・新エネルギー対策特別委員会
（定数８人　現員８人）

まちづくり及び新エネルギー政策に関する調査

◎高野　正義　　○大竹　雅春　　　神林　克彦
　諏佐　武史　　　池田　和幸　　　中村　耕一
　酒井　正春　　　加藤　一康

人口減少対策特別委員会
（定数８人　現員８人）

人口減少対策に関する調査

◎長谷川一作　　○池田　明弘　　松野憲一郎
　荒木　法子　　　田中　茂樹　　加藤　尚登
　関　　充夫　　　桑原　　望

政務活動費収支報告
■ 平成30年４月～平成31年３月

（単位：円）

会　　派　　名 市民クラブ 
（16人）

しん長岡クラブ 
（5人）

共産党市議団 
（4人）

民成クラブ 
（3人）

長岡市公明党 
（3人）

無所属 
（桑原　望）

無所属　　　　　　　　　
（関　貴志）

無所属　　　　　　　　　
（丸山前議長） 合　　　計

収
入
の
部

政 務 活 動 費 11,520,000 3,600,000 2,880,000 2,160,000 2,160,000 720,000 720,000 720,000 24,480,000

雑 　 入 27 4 5 2 6 1 3 1 49

合　 計　 ① 11,520,027 3,600,004 2,880,005 2,160,002 2,160,006 720,001 720,003 720,001 24,480,049

支

 

出

 

の

 

部

調 査 研 修（ 研 究 ）費 7,401,624 2,253,264 457,760 705,507 684,734 154,714 138,921 283,535 12,080,059

広 報 広 聴 費 786,309 335,954 1,781,399 443,862 176,979 197,100 264,103 0 3,985,706

要請・陳情活動費 0 0 0 0 98,700 0 0 0 98,700

資 料 費 1,191,163 429,872 330,040 181,662 252,247 148,959 91,532 181,559 2,807,034

情 報 通 信 費 1,349,504 260,347 91,824 307,008 418,649 19,116 49,372 132,702 2,628,522

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 791,427 320,567 218,982 521,963 432,924 24,641 49,105 122,205 2,481,814

合　 計　 ② 11,520,027 3,600,004 2,880,005 2,160,002 2,064,233 544,530 593,033 720,001 24,081,835

収 支 差 引 残 額 
①－② 0 0 0 0 95,773 175,471 126,970 0 398,214

A�議員の調査研究活動の充
実を図るために、必要な経費
の一部を補助するものです。
長岡市では、議員１人当たり
月額６万円を会派に交付して
います（会派に属していない
議員は、所属議員が１人の会
派を結成しているものとみな
して交付しています）。

※収支差引残額については、市に返還されます。雑入の内訳は、全て預金利息です。
※会派構成等については、それぞれ改選前の交付基準日（平成30年４月１日、平成31年４月１日）時点のものです。

Q「政務活動費」
　　　　とは？

　平成28年度分以降の政務活
動費については、収支報告書
のほかに領収書等の証拠書類
の写しもアオーレ長岡（東棟）
３階の庶務課情報公開コー
ナーで閲覧等が可能です。証
拠書類の写しの閲覧等には、
届出が必要となりますので、
庶務課職員にお声掛けくださ
い。
　また、令和元年５月分以降
の政務活動費については、領
収書等の証拠書類をインター
ネットで公開し
ます。
　公開の時期は、
令和２年７月で
す。

■ 平成31年４月
（単位：円）

会　　派　　名 市民クラブ 
（15人）

しん長岡クラブ 
（5人）

共産党市議団 
（4人）

民成クラブ 
（3人）

長岡市公明党 
（3人）

無所属 
（桑原　望）

無所属　　　　　　　　　
（関　貴志）

無所属　　　　　　　　　
（丸山前議長） 合　　　計

収
入
の
部

政 務 活 動 費 900,000 300,000 240,000 180,000 180,000 60,000 60,000 60,000 1,980,000

雑 　 入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　 計　 ① 900,000 300,000 240,000 180,000 180,000 60,000 60,000 60,000 1,980,000

支

 

出

 

の

 

部

調 査 研 修（ 研 究 ）費 139,371 89,810 0 22,092 35,441 0 7,373 9,650 303,737

広 報 広 聴 費 120,758 169,193 231,504 62,297 0 0 0 0 583,752

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 費 227,290 4,151 0 6,701 55,935 0 5,824 15,475 315,376

情 報 通 信 費 35,193 10,620 8,496 18,072 26,257 2,124 2,124 16,494 119,380

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 377,388 15,487 0 70,838 36,639 0 1,474 18,381 520,207

合　 計　 ② 900,000 289,261 240,000 180,000 154,272 2,124 16,795 60,000 1,842,452

収 支 差 引 残 額 
①－② 0 10,739 0 0 25,728 57,876 43,205 0 137,548

お 知 ら せ
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総務委員会
●６月18日の山形県沖地震発生に伴う消防団の広報活動状況
●�ドクターヘリ運行の課題及び旧栃尾郷診療所跡地に建設予定のヘリポート整
備の進捗状況
●災害時に備えた液体ミルクのローリングストック方式の推進
●地域全体のキャッシュレス化に向けた政策展開の考え
●外国人による不動産取得の実態
●会計年度任用職員制度の導入スケジュールと採用に関する市民への周知
●�東京電力株式会社の通報連絡体制が問題視された中での、山形県沖地震に伴
う連絡文書の記載ミスに対する市の対応� など

６月定例会
常任委員会の所管に関する質問

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する
「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録、インターネット録画中継をご覧ください。

産業市民委員会
●栃尾地域の繊維産業における製品のＰＲと販路拡大の取り組み
●道の駅「ながおか花火館（仮称）」への集客方法についての考え
●日本酒を活用した観光振興の取り組みによる効果と今後の展開
●プラスチックごみ問題による寺泊地域の海岸や周辺海洋生物への影響
●コミュニティセンター未設置地域の今後の方向性
●子どもたちを本物の文化に触れさせる地元・足元重視の文化政策の展開
●高齢者等運転免許証自主返納事業の実施状況
� など

文教福祉委員会
●保育施設の運営費に対する市の負担
●�保健師業務の拠点化に対する保健師の反応と、拠点化のメリット及び今後の
方向性
●保健師業務の拠点化による母子健康手帳交付の利便性低下に対する考え
●�不登校児童や生徒に居場所を提供するＮＰＯ法人等の民間機関に対する財政
支援
●人生100歳時代を迎えての高齢者施策と今後の課題
●市民サービス向上のための保育園入園選考のＡＩ化
� など

建設委員会
●�公共交通空白地域における地域主体の移動手段確保のための取り組みに対す
る考え
●交流人口の増加に資するための公園の新たな活用方法
●�「長岡版広域道路ビジョン」の概要とフェニックス大橋４車線化の取り組み状
況
●自転車利用者の増加を踏まえた自転車道等の安全確保のための施設整備
●悠久山公園の現況調査の結果と悠久山整備に対する市の思いや決意
●平成31年４月１日付けの越後交通株式会社の路線バスダイヤ改正の影響�など

副市長の選任に同意
　７月２日の本会議最終日において、副市長
に髙見真二氏（再任）を選任することに同意し
ました。

人権擁護委員の推薦に同意
　同日、人権擁護委員に次の方を推薦するこ
とに同意しました。
　　　　　　佐藤　忠弘　氏（再任）
　　　　　　藤﨑　和子　氏（再任）
　　　　　　河内　純一　氏（新任）
　　　　　　武藤　絹代　氏（新任）

会派別議員名簿（７月２日現在）

市 民 ク ラ ブ

加藤　尚登　　池田　和幸
大竹　雅春　　深見　太朗
多田　光輝　　豊田　　朗
荒木　法子　　田中　茂樹
長谷川一作　　丸山　勝総
古川原直人　　関　　正史
松井　一男　　酒井　正春
高野　正義　　五井　文雄

長岡令和クラブ 山田　省吾　　関　　充夫
神林　克彦　　杵渕　俊久

民 成 ク ラ ブ 五十嵐良一　　加藤　一康
小坂井和夫

長岡市公明党 藤井　達徳　　池田　明弘
中村　耕一

共産党市議団 笠井　則雄　　諸橋　虎雄

無 所 属

Ａ　諏佐　武史

Ｂ　松野憲一郎

Ｃ　桑原　　望

Ｄ　水科　三郎

Ｅ　関　　貴志

Ｆ　丸山　広司（議長）

会派別議案等賛否一覧表
６月定例会� ○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対

会　派　名
（　）は所属議員数

議　案　等
�

市
民
ク
ラ
ブ 

⒃

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ 

⑷

民
成
ク
ラ
ブ 

⑶

長
岡
市
公
明
党 

⑶

共
産
党
市
議
団 

⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

無

所

属

Ｅ

議決結果

市　

長　

提　

出　

議　

案　

等

補 正 予 算
令和元年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和元年度介護保険事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　
例

制　　定 もみじ園条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正 職員の特殊勤務手当に関する条例　ほか７件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

市道路線の認定及び変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（防災行政無線・ＦＭラジオ方式移行工
事）　ほか３件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

財産の取得（栃尾地域交流拠点施設（仮称）整備事業
用地）　ほか４件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 　 　 事
副市長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議

員

提
出
議
案

意 見 書 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

５月臨時会
市

長

提

出

議

案

専 決 処 分
市税条例等の一部改正

都市計画税条例の一部改正等

平成30年度一般会計補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

条 

例 一部改正 市税条例等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 　 　 事 監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意
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市議会の活動状況
７月23・24日　常任委員会が市内現地視察を実施
　市議会では毎年、議員の調査研究の一環として、市有施設や民間施設などを視察しています。
　今年は７月23日に総務委員会と建設委員会が、24日に文教福祉委員会と産業市民委員会がそれぞれ合同で視察を行いました。

５月

21日
５
月
臨
時
会
（
３
日
間
）

本会議（招集日）

議会運営委員会

22日

文教福祉委員会

産業市民委員会

建設委員会

総務委員会

23日
議会運営委員会

本会議（最終日）

６月
３日 議員協議会

14日 議会運営委員会

18日 ６
月
定
例
会
（
15
日
間
）

議会運営委員会

本会議（招集日）

議員協議会

19日 本会議

20日 本会議

24日 産業市民委員会

25日 文教福祉委員会

26日 建設委員会

27日 総務委員会

７月

２日
議会運営委員会

本会議（最終日）

23日

まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

人口減少対策特別委員協議会

総務委員会、建設委員会市内現地視察

24日

克雪・危機管理・防災対策特別委員会

大河津分水・長岡東西道路整備推進特別委員会

文教福祉委員会、産業市民委員会市内現地視察

８月
６日 議会運営委員会

22日
議員協議会

人口減少対策特別委員協議会

30日 議会運営委員会

中之島浄化センター 長岡崇徳大学 豊田小学校 埋蔵文化財収蔵センター

総務委員会・建設委員会（23日）　　　　　　　　　　　　　文教福祉委員会・産業市民委員会（24日）
●中之島浄化センター�下水道革新的技術実証事業（西高山新田）�　　　　　　�●豊田小学校�冷房設備（豊田町）
●与板消防署中之島出張所（中之島）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●長岡市埋蔵文化財収蔵センター（旧六日市小）（中潟町）
●長岡東西道路整備事業（旭岡１丁目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　●長岡オフィス・アルカディア（新陽１・２丁目）
●長岡崇徳大学（深沢町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●西部丘陵東地区産業ゾーン（高頭町ほか地内）

８月６日　中越地区合同議員研修会を開催
　毎年、中越地区の市議会議員が一堂に会して合同研修会
を行っています。
　今年は燕市文化会館で開催され、新潟日報社代表取締役
社長の小田敏三氏から「田中番記者から見た令和の時代～も
し今、田中角栄氏が生きていたら～」と題した講演がありま
した。

９月定例会の日程 ぜひ傍聴にお越しください。

本会議
・開　　会　　午後１時
・傍聴受付　　午後０時30分からアオーレ長岡西棟２階（傍聴受付）にて
・定　　員　　65人、車いす席２人、親子傍聴席10人

議会運営
委員会

・開　　会　　午前11時30分
・傍聴受付　　午前11時からアオーレ長岡西棟４階（議会事務局）にて
・定　　員　　12人

その他
委員会

・開　　会　　午前10時
・傍聴受付　　午前９時30分からアオーレ長岡西棟４階（議会事務局）にて
・定　　員　　12人

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 17 18 19 24

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 火 水 木 火

本
会
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日
）
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会
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）

本
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）
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）
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会
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会
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本
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日
）
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会
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会

（※）９月４日（水）～６日（金）の本会議は、一般質問者の人数により日程が短縮される場合があります。

　本会議・常任委員会・特別委員会は、市ホームページで生中継・録画中継しています。
　なお、本会議・常任委員会は、ケーブルテレビでもご覧いただけます。再放送は会議
開催日当日（都合により、産業市民委員会は９月13日（金）、文教福祉委員会は14日（土））
の午後７時から。

小田氏による講演の様子

８月１・２日　ホノルル市議会正副議長が来岡
　長岡まつりの開催に合わせ、ホノルル市議会のイカイカ・アンダーソン議長とアン・コバヤ
シ副議長が本市を訪れました。
　ホノルル市議会と長岡市議会は、平成26年に「交流に関す
る覚書」を取り交わして以来、両市議会の相互交流を進めな
がら、文化、教育、スポーツ、そして平和の観点からお互
いの理解を深め、両市政の発展に努めています。
　今回は、８月１日に丸山議長がホノルル市議会の正副議
長を案内して市内の歴史ある施設を見学した後、柿川灯籠
流しや平和祭の民踊流しに参加しました。２日には両市の
正副議長と長岡市議会の各会派代表者で懇談を行い、平和
教育や議員活動など様々な分野において意見を交換し、互
いに親睦を深めました。

ホノルル市議会の正副議長と
長岡市議会議員


